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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 5,562 △1.9 △10 ― △8 ― △26 ―

28年3月期 5,669 4.7 58 △24.0 60 △23.4 27 △47.3

（注）包括利益 29年3月期　　18百万円 （54.2％） 28年3月期　　12百万円 （△77.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 △8.82 ― △2.1 △0.3 △0.2

28年3月期 9.14 ― 2.1 1.7 1.0

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 3,236 1,258 38.9 428.67

28年3月期 3,359 1,255 37.4 427.52

（参考） 自己資本 29年3月期 1,258百万円 28年3月期 1,255百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 45 △46 △135 677

28年3月期 △25 △53 △206 813

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 15 54.7 1.2

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

30年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

（注）期末の配当につきましては、当社グループを取り巻く経営環境は依然として厳しく、日本経済も先行き不透明な状況にあり、復配を目指して努力を重ねて
参りますが、現時点では未定とさせていただきます。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,730 △0.4 4 ― 3 ― △2 ― △0.68

通期 5,620 1.1 31 ― 30 ― 13 ― 4.43



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名）
株式会社アール・エス・シー中
部

従来、連結子会社であった株式会社アール・エス・シー中部は、連結子会社である日本船舶警備株式会社を存続会社とする吸収合併で消滅したことによ
り、第２四半期連結会計期間より、連結の範囲から除外しております。尚、存続会社の日本船舶警備株式会社は、商号変更し株式会社アール・エス・シー
中部としております。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 2,940,000 株 28年3月期 2,940,000 株

② 期末自己株式数 29年3月期 5,014 株 28年3月期 5,014 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 2,934,986 株 28年3月期 2,934,986 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 5,208 △1.9 △11 ― 10 △81.9 △7 ―

28年3月期 5,307 4.5 45 △31.8 57 △15.9 25 △10.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 △2.45 ―

28年3月期 8.53 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 2,971 1,021 34.4 347.91

28年3月期 3,068 1,028 33.5 350.28

（参考） 自己資本 29年3月期 1,021百万円 28年3月期 1,028百万円

2. 平成30年 3月期の個別業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,570 △0.0 △2 ― △7 ― △2.39

通期 5,300 1.7 22 112.9 6 ― 2.04

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績の概況（１）当期の経営成績の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和を背景とした雇用・所得環境の改善の動

きが見られたものの、材料費、人件費の上昇による企業収益の圧迫、個人消費や設備投資の伸び悩みに加え、中国をは

じめとする新興国の経済減速懸念、英国のEU離脱問題による欧州経済の動揺に加え、米国の新政権における政策の動向

もあり、為替、株価が乱高下する等、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　また、当社グループを取り巻く環境におきましても、お客さまからのコスト削減要請等が続いている状況にあること

から、厳しい状況で推移いたしました。

　こうした状況のもと、当社グループは引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫き、業務品質の向上に取

り組むとともに、お客さまのニーズに合った提案型営業を推進し、新規業務の受注や既存先の仕様拡大等に繋げること

ができました。

　費用面におきましては、更なる原価管理の徹底、ならびに販売管理費の削減に努めてまいりましたが、人材の確保・

教育訓練等の費用の増加から、利益面では厳しい状況で推移いたしました。

　この結果、当連結会計年度におきましては、売上高は55億6,176万円（前年同期比1.9％減）となりました。利益面に

つきましては、経常損失は813万円（前年同期は6,035万円の経常利益）、親会社株主に帰属する当期純損失につきまし

ては、繰延税金資産の取崩し等もあり、2,588万円（前年同期は2,681万円の親会社株主に帰属する当期純利益）となり

ました。
　
　セグメント別の概況は次のとおりであります。
　
【建物総合管理サービス事業】

　建物総合管理サービス事業につきましては、企業間競争やお客さまからのコスト削減継続に加え、従前より懸案とな

っております人材不足と高齢化が同様の問題として顕著に現われ、人材の確保におきましても厳しい状況で推移いたし

ました。

　このような状況のもと、工事業におきましては、昨年に引き続きシャッター改修工事やエレベーター改修工事等の大

型修繕工事を受注し、業績に寄与することができました。また、主力業務である警備業におきましては、既存先へのセ

キュリティ強化の提案と、新規のお客さまへの継続的な営業推進により、新規に常駐契約を受注いたしました。しかし

ながら、臨時警備業務におきましては、人材の獲得不足ならびに価格競争により、業務の受注が大きく伸び悩みました。

　費用面におきましては、人材の新規採用に伴う募集費用、品質向上に向けた教育訓練の強化による費用の増加から利

益面でも厳しい状況で推移いたしました。

　この結果、売上高は42億8,739万円（前年同期比0.8％減）となり、セグメント利益は2億6,878万円（前年同期比21.7

％減）となりました。
　
【人材サービス事業】

　人材サービス事業につきましては、国内の景況感は海外情勢の影響等により不透明感があるものの、全体として回復

基調で推移する中、雇用情勢におきましては、有効求人倍率は依然として高い水準で推移しており、企業の労働力確保

に関する雇用意識は依然高く、人材派遣のニーズも継続して増加傾向にあります。

　このような状況のもと、関東地区においては一般事務派遣や企業データ入力業務の要請を受ける等、積極的に営業を

展開してまいりましたが、人材の確保は困難を極め、売り上げは前年を下回る結果となりました。一方で関西・中部地

区においては、既存顧客に対する深耕開拓によるイベント運営の受託、その他コールセンター派遣の安定等により、利

益は前年を上回ることができました。

　この結果、売上高は11億8,364万円（前年同期比5.5％減）となりましたが、セグメント利益は4,381万円（前年同期比

23.5％増）となりました。
　
【介護サービス事業】

　介護サービス事業につきましては、増大する社会保障費用に対する削減圧力が強まっており、法改正による介護報酬

の削減や競合の激化等、事業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと、平成28年４月にケアマネージャーおよびサービス提供責任者を新たに採用し、新規の介護サ

ービス利用者獲得を進めてまいりましたが、利用を終了される方も多数発生しており、採用によるコスト上昇をカバー

するまで至っておりません。

　この結果、売上高は9,072万円（前年同期比2.9％減）となり、セグメント損失は541万円（前年同期は13万円のセグメ

ント損失）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況
　

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて、5.9％減少し、21億5,103万円となりました。これは、主として借入金の返

済により現金及び預金が減少したこと等によるものです。（なお、現金及び預金の詳しい内容につきましては10ページ

の連結キャッシュ・フロー計算書をご参照ください）。

　固定資産は前連結会計年度に比べて1.0％減少し、10億8,452万円となりました。これは主として固定資産の償却及び

繰延税金資産の取崩し等によるものです。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.7％減少し、32億3,555万円となりました。

　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、15.0％減少し、10億8,622万円となりました。これは、前期に一括返済の

長期借入金の返済により一年以内返済予定の長期借入金が一時的に増加したことによるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて7.7％増加し、8億9,120万円となりました。これは主として期末に長期借入を

実行したことにより長期借入金が増加したためであります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.0％減少し、19億7,743万円となりました。

　

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、12億5,812万円となりました。これは主として有価証券評価

差額金及び退職給付に係る調整累計額が増加したこと等によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物等（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて１億

3,594万円減少し、当連結会計年度末には、６億7,685万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果稼得した資金は4,537万円（前連結会計年度は2,471万円の使用）となりました。

これは主に、未払消費税等の増加等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は4,609万円（前連結会計年度は5,318万円の使用）となりました。

これは主に、ソフトウェアの取得等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は１億3,522万円（前連結会計年度は２億558万円の使用）となりました。これは主

に、長期借入金の返済等によるものです。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率 33.1 36.0 34.8 37.4 38.9

時価ベースの自己資本比率 18.3 21.3 59.7 56.7 42.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

9.1 42.4 4.7 △36.5 17.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

6.8 1.5 15.0 2.1 4.3

　 自己資本比率：自己資本／総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

※営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを

　使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている

　全ての負債を対象としております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の

　利息の支払額を使用しております。

（４）今後の見通し
　

今後のわが国の経済につきましては、政府の経済政策や日銀の金融緩和を背景とした雇用・所得環境の改善の動きが

引き続き期待されるものの、材料費、人件費の上昇による企業収益の圧迫、個人消費や設備投資の伸び悩みに加え、海

外経済の減速懸念など、先行き不透明な状況が継続しております。

　こうした状況のもと、当社グループは引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫き、業務品質の向上に取

り組むとともに、お客さまのニーズに合った提案型営業を推進し、新規業務の受注や既存先の仕様拡大等に繋げ、費用

面におきましては、更なる原価管理の徹底、ならびに販売管理費の削減に努めてまいります。

　以上の結果、次期(平成30年３月期)の連結業績見通しにつきましては、連結売上高は56億2,000万円、連結営業利益

3,100万円、連結経常利益3,000万円、連結当期純利益1,300万円を見込んでおります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

　 該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,547,190 1,430,471

受取手形及び売掛金 693,638 677,906

有価証券 1,148 －

原材料及び貯蔵品 9,554 8,958

繰延税金資産 19,262 20,329

その他 15,292 13,681

貸倒引当金 △473 △311

流動資産合計 2,285,615 2,151,036

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 370,793 370,226

減価償却累計額 △276,647 △282,600

建物及び構築物（純額） 94,145 87,625

土地 364,693 364,693

その他 71,252 69,021

減価償却累計額 △60,314 △58,217

その他（純額） 10,937 10,804

有形固定資産合計 469,775 463,123

無形固定資産

借地権 47,121 47,121

ソフトウエア － 85,437

ソフトウエア仮勘定 58,934 －

電話加入権 7,123 7,123

無形固定資産合計 113,179 139,682

投資その他の資産

投資有価証券 169,877 189,152

長期貸付金 610 115

差入保証金 62,451 65,920

保険積立金 80,286 84,755

繰延税金資産 175,024 139,567

その他 2,535 2,203

投資その他の資産合計 490,785 481,715

固定資産合計 1,073,740 1,084,521

資産合計 3,359,356 3,235,557
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 141,575 160,769

短期借入金 43,200 93,200

1年内返済予定の長期借入金 581,693 337,911

未払費用 348,600 350,563

未払法人税等 8,073 13,277

未払消費税等 56,526 58,984

賞与引当金 46,760 43,525

その他 50,783 27,997

流動負債合計 1,277,211 1,086,228

固定負債

長期借入金 276,495 349,595

役員退職慰労引当金 70,840 81,763

退職給付に係る負債 480,045 459,843

固定負債合計 827,381 891,202

負債合計 2,104,592 1,977,430

純資産の部

株主資本

資本金 302,000 302,000

資本剰余金 250,237 250,237

利益剰余金 669,269 628,709

自己株式 △1,760 △1,760

株主資本合計 1,219,746 1,179,186

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 46,228 61,108

退職給付に係る調整累計額 △11,211 17,832

その他の包括利益累計額合計 35,017 78,941

純資産合計 1,254,763 1,258,127

負債純資産合計 3,359,356 3,235,557
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 5,669,398 5,561,765

売上原価 4,851,009 4,787,077

売上総利益 818,389 774,688

販売費及び一般管理費

役員報酬 93,310 87,325

給料手当及び賞与 291,309 308,102

法定福利及び厚生費 60,913 63,665

賞与引当金繰入額 16,199 15,808

退職給付費用 9,191 11,940

役員退職慰労引当金繰入額 14,682 14,416

旅費及び交通費 29,750 28,505

消耗品費 9,315 9,530

保険料 27,738 28,735

広告宣伝費 5,217 6,487

賃借料 70,065 72,123

その他 132,996 138,494

販売費及び一般管理費合計 760,690 785,134

営業利益又は営業損失（△） 57,698 △10,445

営業外収益

受取利息 326 203

受取配当金 4,836 4,906

不動産賃貸料 1,368 1,248

保険返戻金 4,157 1,767

助成金収入 875 600

雑収入 5,593 3,484

営業外収益合計 17,157 12,209

営業外費用

支払利息 12,952 9,891

雑損失 1,547 9

営業外費用合計 14,500 9,901

経常利益又は経常損失（△） 60,355 △8,137

特別利益

固定資産売却益 45 17

投資有価証券売却益 - 4,000

特別利益合計 45 4,017

特別損失

固定資産除却損 - 134

特別損失合計 - 134

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

60,401 △4,254

法人税、住民税及び事業税 6,380 6,453

法人税等調整額 27,206 15,176

法人税等合計 33,587 21,630

当期純利益又は当期純損失（△） 26,813 △25,885

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)

26,813 △25,885
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 26,813 △25,885

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,096 14,880

退職給付に係る調整額 △20,211 29,043

その他の包括利益合計 △15,114 43,923

包括利益 11,698 18,038

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,698 18,038

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 302,000 250,237 657,130 △1,760 1,207,607 41,131 9,000 50,132 1,257,739

当期変動額

剰余金の配当 △14,674 △14,674 △14,674

親会社株主に帰属す

る当期純利益
26,813 26,813 26,813

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

5,096 △20,211 △15,114 △15,114

当期変動額合計 ― ― 12,138 ― 12,138 5,096 △20,211 △15,114 △2,975

当期末残高 302,000 250,237 669,269 △1,760 1,219,746 46,228 △11,211 35,017 1,254,763

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 302,000 250,237 669,269 △1,760 1,219,746 46,228 △11,211 35,017 1,254,763

当期変動額

剰余金の配当 △14,674 △14,674 △14,674

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△25,885 △25,885 △25,885

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

14,880 29,043 43,923 43,923

当期変動額合計 ― ― △40,559 ― △40,559 14,880 29,043 43,923 3,363

当期末残高 302,000 250,237 628,709 △1,760 1,179,186 61,108 17,832 78,941 1,258,127
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 60,401 △4,254

減価償却費 8,729 12,774

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,302 21,659

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29,322 10,923

賞与引当金の増減額（△は減少） 430 △3,234

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,051 △161

受取利息及び受取配当金 △5,162 △5,109

保険返戻益 △4,157 -

支払利息 12,952 9,891

投資有価証券売却損益（△は益） - △4,000

有形固定資産売却損益（△は益） △45 △17

有形固定資産除却損 - 134

売上債権の増減額（△は増加） 16,780 15,731

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,311 596

仕入債務の増減額（△は減少） △16,556 19,194

未払消費税等の増減額（△は減少） △104,233 2,457

その他 34,403 △12,060

小計 △21,219 64,523

利息及び配当金の受取額 5,163 5,136

利息の支払額 △11,873 △10,510

法人税等の支払額 △17,355 △15,368

法人税等の還付額 2,239 1,594

保険金積立金の返戻による受取額 18,334 -

営業活動によるキャッシュ・フロー △24,711 45,376

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △885,541 △903,617

定期預金の払戻による収入 867,473 885,541

有形固定資産の取得による支出 △1,000 △1,759

有形固定資産の売却による収入 50 17

ソフトウエアの取得による支出 △40,934 △31,000

投資有価証券の償還による収入 5,250 -

投資有価証券の売却による収入 800 6,000

貸付けによる支出 △1,510 △59

貸付金の回収による収入 674 999

差入保証金の差入による支出 △31 △3,468

差入保証金の回収による収入 216 -

その他 1,368 1,248

投資活動によるキャッシュ・フロー △53,185 △46,099

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △120,000 50,000

長期借入れによる収入 300,000 450,000

長期借入金の返済による支出 △371,017 △620,682

配当金の支払額 △14,570 △14,539

財務活動によるキャッシュ・フロー △205,587 △135,221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △283,484 △135,944

現金及び現金同等物の期首残高 1,096,283 812,798

現金及び現金同等物の期末残高 812,798 676,853
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当連結会計年度の損益に与える影響はありません。

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結

会計年度から適用しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものです。当社はサービスの系列及び

市場の類似性を考慮して「建物総合管理サービス事業」、「人材サービス事業」、「介護サービス事業」の３つを

報告セグメントとしております。

「建物総合管理サービス事業」は警備保障、清掃、設備管理、オフィスサービスをしており、「人材サービス事

業」は情報管理、ファイリング、機器操作等の人材派遣業務、有料職業紹介業務をしており、「介護サービス事

業」は介護サービス業務をしております。

　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２建物総合管理

サービス事業
人材サービス

事業
介護サービス

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,323,343 1,252,645 93,409 5,669,398 ― 5,669,398

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,323,343 1,252,645 93,409 5,669,398 ― 5,669,398

セグメント利益
又は損失(△)

343,151 35,476 △130 378,498 △320,799 57,698

セグメント資産 1,057,189 320,981 32,401 1,410,572 1,948,783 3,359,356

その他の項目

減価償却費 4,309 1,731 170 6,210 2,518 8,729

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

22,133 13,758 1,492 37,383 22,380 59,763

（注）１.（１）セグメント利益の調整額 △320,799千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であり、その主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理

部門にかかる費用であります。

（２）セグメント資産の調整額 1,948,783千円は、各報告セグメントに配分していない全社資

産であり、その主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門に係る資

産等であります。

２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２建物総合管理

サービス事業
人材サービス

事業
介護サービス

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,287,392 1,183,646 90,726 5,561,765 ― 5,561,765

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,287,392 1,183,646 90,726 5,561,765 ― 5,561,765

セグメント利益
又は損失(△)

268,781 43,811 △5,418 307,175 △317,621 △10,455

セグメント資産 1,106,039 285,769 31,120 1,422,929 1,825,755 3,248,684

その他の項目

減価償却費 6,209 2,742 263 9,215 3,558 12,774

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,759 ― ― 1,759 ― 1,759

（注）１.（１）セグメント利益の調整額△317,621千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であり、その主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理

部門にかかる費用であります。

（２）セグメント資産の調整額1,825,755千円は、各報告セグメントに配分していない全社資

産であり、その主な内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門に係る資

産等であります。

２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

　

(2) 有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社サンシャインシティ 802,157
建物総合管理サービス事業及び
人材サービス事業並びに介護サービス事業

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

　

(2) 有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

　

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社サンシャインシティ 793,070
建物総合管理サービス事業及び
人材サービス事業並びに介護サービス事業

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　 該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで
あります。

項目
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当連結会計年度

(平成29年３月31日)

(１)１株当たり純資産額 427円 52銭 428円 67銭

(算定上の基礎)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 1,254,763 1,258,127

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 1,254,763 1,258,127

普通株式の発行済株式数(株) 2,940,000 2,940,000

普通株式の自己株式数(数) 5,014 5,014

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末
の普通株式の数(株)

2,934,986 2,934,986

項目
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

(２)１株当たり当期純利益金額 9円 14銭 △8円 82銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 26,813 △25,885

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益(千円)

26,813 △25,885

普通株式の期中平均株式数(株) 2,934,986 2,934,986

　(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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